
令和２年度第３回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和３年３月２４日（水） １４時００分～１６時００分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者   前田会長、附田委員、片山委員、中村委員、村松委員 

田村（正）委員、田村（修）委員、花田委員 

稲川委員、野村委員、久保委員、保坂委員 

 

４．欠 席 者   月舘委員、新井山委員、笹委員、中下委員 

 

５．事務局出席者   関経済部長、長根産業観光課長、中村産業観光課長補佐 

        古舘産業支援係長、山内主査、星主事 

 

６．開催概要 

◎第３回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 議 事 

・議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

・事務局より下記案件について、資料に基づき、内容等について説明した。 

    案件１ 前回の会議の振り返り 

    案件２ 地域で対応が必要な共通課題について 

    案件３ 市の取組み（令和３年度）について 

    案件４ その他 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．会議概要 

（１）案件１，２，３，４について質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 案件１ 前回の会議の振り返り について、事務局より説

明願いたい。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局からの説明があった前回の会議内容の振り返り

について、ご異議ございませんか。 

前 田 会 長 次に、案件２ 地域での対応が必要な共通課題 について、

事務局より説明願いたい。 

事 務 局 （案件２について説明） 

前 田 会 長 ありがとうございました。 

今の事務局からの説明について、質問等ございましたら挙

手にてお知らせください。 

久 保 委 員  ②人材の確保・働き方改革関連の部分で、前回も意見を述

べたとおり、人材の確保も大事であるが、人材の育成とい

う面で、小学生・中学生・高校生に対して、何かやれること

もあるのではないかと思う。具体例が出ないが、短期的に

ではなく長期的に考えて何か取り組んでいき、人材の育成

をしていけばよいのではないかと考えている。 

事 務 局 貴重なご意見をありがとうございます。 

②人材の確保・働き方改革関連において、中高生あるいは

小さい子どものときから人材の育成について取り組んでい

きたいという内容である。今年度の取組の紹介で、当会議

に出席いただいている中にも何社か依頼させていただいて

いるが、当課において、地元の企業様と共に小中学校を訪

問して、仕事内容についてというよりは、将来仕事をして

いくこと、地元で働くことについての出前授業に近い取組

を行っている。 

本日都合により欠席となっているが、三沢商業において、

企業説明会を開催させていただいた。そこにおいても、企

業情報の連絡・周知に加えて、地域で働くこととはという

部分も併せて伝えさせていただくという取組も行ってお

り、次年度も可能であれば継続していく方向で現在検討し



ている。久保委員のご意見を踏まえ、さらにこの取組を強

化していく、あるいは違う取組に派生させていく等考えて

いきたい。 

ただ今の具体的にこういう取組はどうかというご意見は非

常に貴重である。今回から次回にかけてではあるが、今後、

資料２の後半において、このような取組や対応策があるの

だという整理をしていくが、その際に改めて、こういう取

組があるということや、このような取り決めはどうかとい

うご意見を頂ければ、より活発な議論になるかと思われる

ので、皆様のご意見をよろしくお願いいたします。 

前 田 会 長 案件２に関して、皆様から一言ずつ発言願いたい。 

附田委員。 

附 田 委 員 三つに課題を分けたというのは非常に分かりやすい。それ

ぞれの課題が現状に合っている。これから何をするかとい

うことについてはまだ想像もつかないが、これから皆様が

議論するいいたたき台になるのではないか。 

片 山 委 員 挙げていただいた三つの課題は、すべて優劣付けがたいく

らい重要で、改善しなければならないものだということを

再認識した。この後具体的な作業の方に移っていくと思う

ので、三つの課題をよくイメージして、具体的な施策を提

案できるようにがんばりたい。 

中 村 委 員 三つの課題については、三沢市だけでなく、青森県が抱え

ている課題ではないか。これは私の意見であり、今後議論

になるのであろうが、三沢市の中だけではなく、県内や県

外の機関と連携する等の取組も少し計画の中に盛り込めれ

ばいい。今後会議を進めていく中で少しご提案できればい

いと思っている。 

村 松 委 員 共通課題ということで三点挙げられているが、これは日本

全体的な課題だと思っているので、今後確認したい。 

田村（正）委員  三つの課題については、非常に重要な、日本全体の、あるい

は東北全体の共通課題になる。それを解決するというのは

すぐにはできないとは思うが、様々な地方のこれまでやっ

てきた取組等を盛り込んでいければよいのではないか。 

また、進学等で一旦市外へ出た人を（市内に）戻せていない



という部分に、私は責任を感じている。 

田村（修）委員  三つの課題の中で、①人口減少・社会減関連について、高校

生の流出など、一旦流出した方に関して。高校生が流出し

てしまうといった点であるが、高校生の声といったものは

色々な機会を通じて拾うことはできる。しかし、一度流出

した人々の声、所謂「なんで戻らないのか」という点につい

てどう把握しているのか。それを把握することによって、

（市内に）戻させるための対策に繋がると思われるので、

その点をどのように把握しているのかが一つ伺いたい点で

ある。 

花 田 委 員 三つの課題は非常に重要なものである。特に地元にいる高

校の先生の話が本当は聞きたいと思っていたので、次回期

待している。田村（正）委員の、大学側の視点というのもあ

るし、地元の高校の先生方と話をする機会もあるが、是非

またこういう場でもお話しできればと思っている。 

また、先ほど担当の方からの話があった、小・中学校のワー

クショップについて、昨年、私どもも見学させていただい

き、実際学校に行ってお話させていただいた。その後の（生

徒からの）感想文を読ませていただくと、非常に面白いこ

とが書いてある。このようなことを毎年継続して行ってい

ければよいと思っている。 

稲 川 委 員 今回①と②について、非常に関連性が高く、常にリンクし

て成り立たなければならない部分かと思われる。地元にお

いていくらでも受け口を広くして、働き口を確保すること

によって、若者が就職し、定着する。若者が定着してくれる

ことで人口減少を是正して、家族が増えていき、人口減少

を解決できるのではないか。 

③に関して、会議等々において実際に対面で、皆様とお会

いして集まる機会がすっかり少なくなってしまって、人と

人との繋がりが非常に希薄になってしまった。あともう一

年くらいはこの感染症に対する影響としてまだまだ残るの

ではないかと考えているが、こういった文化的危機をあと

一年間なんとか乗り越えて、また地域づくりに対して、対

面式で、皆笑顔で、意見を出し合いながらできる機会を多



く確保できればよいと思っている。 

野 村 委 員 特に①の人口流出について、以前新聞にも載っていたが、

このコロナ禍で、実際に外語学系の大学に進み、留学しよ

うとしたが留学できなかった、あるいは留学したものの帰

ってこられなかった、また、大学生が就職活動に遅れてい

るので就職せず院に進むという話がある。今このコロナ禍

で、ますます留学ができないとなった際、三沢市には、海外

に行かなくても三沢基地の中でアメリカの経験ができると

いう強みがある。これから三沢市としてどのようにアメリ

カの文化を学べる場所として基地を活かした取組していく

のか。 

また、六戸高校がなくなるにあたって、三沢商業が今年定

員割れだったと記憶しているが、今後子どもたちが進学先

として三沢を選んでくれたら、もしかしたら将来三沢市に

住んでくれるかもしれないという可能性を考えると、早い

うちから、学校等をどのように活用していくかを考えるこ

とが今後の課題であると感じている。 

久 保 委 員 先ほどの話の続きになるが、人材育成について、継続的・長

期的な取組があればいいと思っている。魅力がある場所に

は人が集まる。その魅力のある場所を作るのはそこに住ん

でいる人たちであるので、その人たちが魅力ある人たちで

なければ魅力のある町にはならないのではないかと思って

いる。例えば、山口県の小学校では、松下村塾を作った吉田

松陰の言葉を毎日読み上げるということをしていて、そう

いう教えを染み込ませることで、国のこと・人のことを考

えるという、皆のためにという考え方を身に付けさせてい

くということをしている。三沢市においても、歴史上の偉

人が残してきたものを引き継ぎ、伝えていくということが

何かできればよいのではないか。 

保 坂 委 員 この三つの共通課題は、非常に強く相互に作用している。

この三つの課題を同時に取り組んでいかなければ、地域衰

退の一途を辿る一方だなと改めて感じている。この後機会

があれば、参考資料としてお配りしているが、他の自治体

での取組内容も紹介させていただきたいと思っている。 



特に私は、②人材の確保・働き方改革関連が専門なので、そ

この観点から申し上げると、就職前の学生さん、生徒さん

たちに、働くこと、仕事の意味等を教えることはもちろん、

今現在働いている人等が考え方をアップデートしていく、

所謂「学び直し」という取組も今後必要な、取り組むべき課

題として挙げられていくのではないか。 

前 田 会 長 皆様に発言していただいたが、案件２ 地域で対応が必要

な共通課題 について、事務局より提示された３つに設定

してよろしいか。 

 （異議なしの声） 

前 田 会 長 地域で対応が必要な共通課題が設定されたので、この３つ

の共通課題に対して、更に議論を進めていきたい。 

事務局より、今後の進め方について説明願います。 

事 務 局 （事務局より説明） 

前 田 会 長 共通課題１、地域の人口減少・社会減（人材流出）への積極

的対応について、意見のある方は発言願います。 

野 村 委 員 まず高校生について考えると、今年から採用に関してのス

ケジュールが変わり、後ろ倒しになったということを別の

会議出席時に教えてもらった。今までは夏休み期間等で企

業訪問をして、実際に自分がどんな会社を希望しているの

か企業内容を確認し、それから就職活動に臨むみたいな形

であった。授業もあるとは思うが、企業を見学する機会を

もっと増やす等しなければ、大学生だったらインターンも

できるが、高校生が企業の内容を知るのは非常に難しい。

それを高校生が独自に申し込むのではなく、例えば三沢市

が、県立学校ではあるが商業高校や三沢高校等に、見学日

程（の調整）をするだとか、三沢市外でも三沢での就職を希

望する学校に、三沢市として、インターンのような一日見

学コースを組むであるとか、そのような取組はどうだろう

か。一企業で取り組むとなるとなかなか難しいので、市に

入ってもらうと、企業と高校生との接点ができるのではな

いかと思っている。 

事 務 局 ご意見ありがとうございます。 

高校生との取組、あるいは高校との取組についてであるが、



今年度、三沢管内、三沢市とおいらせ町、六戸町の高校生を

対象に、進学意識の調査をさせていただいている。現在結

果を集計中で、細かいものを公開することはできないが、

ざっくりとした内容を申し上げると、情報収集の際、やは

りネット中心になっている一方で、一番多いものはやはり

学校からの情報であるということが一つ。また、「このよう

な取組をやればよいのではないか」という項目を設けてい

たところ、一番多かったのがインターンであり、情報が溢

れている中、インターンのような体験型のものを求めてい

るのだろうなと思っている。このアンケートの実施に関連

して、高校の進路担当の先生とお話したところ、インター

ン実施にあたっては学校が持っているノウハウでもって各

企業に依頼をしているということであった。なので、例え

ば市町村との繋がりがある企業や、あるいはその関連団体

が繋がっている企業等とのネットワークを少しでも増やし

ていき、生徒達の選択肢の幅を広げていきたいと学校側も

強く望んでおり、まさに野村委員が仰っていた内容に近い

ものかと思われる。コロナ禍ということで、なかなか人の

移動が難しいところではあるが、今後収束が見えてきた段

階で、何かしらニーズにマッチした取組をしていければと

思っている。 

田村（正）委員  少々情報提供させてもらえれば。 

本日の会議に出席するにあたり、三沢出身の当大学の学生

について、卒業後の状況を教えてほしいということで、就

職先を確認してきた。短大と大学における過去三年間の卒

業生で、三沢出身かつ三沢に戻った学生を抽出してみた結

果は 30 名であり、年平均 10 名。出身高校は三沢高校、三

沢商業高校が大体 10 名くらいで、あとは八戸学院光星と工

大一校・二校、次いで六戸高校、百石高校と、意外と高校選

択の時点でばらつきが見られていた。30 名の就職先が、三

沢病院の看護師として 4 名、サービス業が 1 名、残りの 25

名は幼稚園・保育園の短期大学の幼児保育学科で教員資格

を取得する方々で、それ以外の地域経営学部、昔で言うビ

ジネス学部と人間健康学部、スポーツ科学においては、三



沢出身の学生で三沢に就職したという該当者はなしという

ことであった。つまり三沢の場合、地元に戻りたいという

気持ちがあったとしても、資格を持っていなかったらなか

なかマッチングしないということではないか。また、三沢

出身の学生は毎年 30 名ほどいるが、まず三沢出身の学生の

場合は県外に就職し、その次がかつては首都圏、次が仙台・

盛岡・八戸と、希望の順位だと大体そのような感じが昔は

あったが、今は少し地元志向が強くなってきている。しか

しいかんせん就職先確保の話となると、求人票の割合が八

戸で 10 だとすれば、三沢で 1 あるかないかくらいの、かな

り少ない状況だというのが、三沢市の特徴である。 

しかし近年は、新型コロナウイルスの影響で、今年度高校

を卒業した受験生の多くが、人混みを避けるという意味で、

地元の大学に進学するという割合がいつもより高く、当大

学も確かに、野球やサッカー等スポーツ推薦もだいぶ取っ

てはいるが、近場の高校から受験する方が今年はちょっと

多めかなと感じていた。問題なのは、その人たちが卒業す

る、短大であれば二年後、大学だったら三年後四年後に、コ

ロナという特別な状況が理由で地元の入りやすい大学に入

ったという方がどのような形で就職の選択をするのかとい

うことである。マスクも今年と来年は付けていなければな

らないという世の中で、四年後というと、コロナがインフ

ルエンザのようにそんなに怖くないという状況になってい

るかもしれないが、その辺りを見据えたアフターコロナに

おけるマッチングというのもこれから考えていく必要があ

るのではないか。 

あともう一点、私は八戸の方に普段住んでいて、三沢はめ

ったに来ることがないが、コロナが流行る前に沖縄に旅行

に行った際に、沖縄タイムズという新聞を見たら、求人票

のところに、沖縄の国際通りで働くより時給が高いという

ような、基地内の求人情報が載っていたのが沖縄らしいと

感じた、例えば三沢でもゲートの中の求人というのが意外

とあるのではないか。 

もう一つ、二、三年前、集中講義で宮崎大学という大学の方



に行っていたことがあったが、宮崎も青森と同じように高

校生が県外流出をするが、その流出率が日本一位という不

名誉な記録を持ってしまい、なんとかしなければというこ

とになった。そのために、まず親御さんが「どこに就職させ

たいか」という就職の決定権を握っているというところに

注目し、お母さんを中心として、宮崎県内の会社を訪問・見

学させて、「あそこの会社はこういうことをやっている」と

いうことを、お母さんに洗脳ではないが、強調したところ、

工業高校や農業高校等実業高校系の県内就職のポイントが

若干改善したということがあった。なので、例えば、高校生

中学生にも確かに将来の夢というのがあるとは思うが、親

御さんの方をターゲットに絞る等、どのように、どこにタ

ーゲットを絞るかといったところも、これから地域の雇用

を考えたときに必要になってくるのではないかと思ってい

る。 

最後に、卒業して忘れたころに、三年か四年で、仕事を辞め

ようかと思っている、転職をしようという学生がたまにい

る。今は終身雇用というよりも転職をするのがある意味当

たり前で、三年後くらいまでしか追跡調査はしていないが、

例えば、結構「都会に行ったがやはり都会の生活に馴染め

ず、戻ってきたいが先生の方でどこか就職先を知らないか」

という電話が突然かかってくることがたまにあるが、都会

に出て行って、地元に戻るタイミングというのが新卒と同

じタイミングではなく、随時戻ってくるというところがあ

るので、随時、都会から戻ってきたいというもニーズに対

応できる、そういう雇用のパターンというのを、これから

は制度として考える必要があるのではないか。 

前 田 会 長 今回三沢ハローワークさんの田村修一所長から、高校生の

アンケートを参考にして作成した参考資料を提出していた

だいている。田村（修）委員から一言願います。 

田村（修）委員 前回の会議でもこのアンケートの結果等は報告させてもら

っていて、これでも傾向が見えなくもないが、如何せんサ

ンプルが少ないということもあって、「これが現状」という

ふうには言えないが、毎年のようにこのアンケートは集約



して、今後の対策に活かしている。前にも言ったとおり、高

校生の今の状況からすれば、賃金ではなくて、やはり時間

の部分で、自由な時間が作れるかどうかというところに目

を向けた選択をする傾向が強い。従って、先般働き方改革

関連で話をしたが、職場環境の整理をしていくことが、高

校生にとっては、職場定着に繋がっていくと思っている。 

アンケートからは離れるが、先ほど、高校生の地元定着に

あたって、親御さんの部分の話があったけれども、もう一

つ、高校生が地元に残るかどうかというところに保護者の

意向というのも大きな点であると思っている。三沢では今

はやっていないが、北海道のハローワークに勤務した際保

護者に対するセミナーがあって、どのように思っているの

かという意識を確認しながら、地元就職の方に目を向けて

もらうというような対策もしていた。従って、高校生の意

向もあるが、保護者に対する意識を地元にも向けてもらう。

どうしても親御さんは名の知れた企業だとか、大手だとか

に目が向きがちなので、そういったところを改めて考えて

もらうというのを含めて、日中はお仕事している方も多い

ので、時間外に、18 時 19 時にはなるが、学校に依頼をし

て、保護者を集めてもらってセミナーを行っていたことも

あった。そういったところまで、三沢地域においても可能

であればやっていったらどうか。 

あともう一点、先ほど高卒採用の採用選考の後ろ倒しの話

があったが、その影響が今年度あるのかなと思って心配は

していた。しかし、11 月くらいまでは確かに未就職者が多

いという状況が続いたが、最終的には現状昨年と同じよう

なペースで未内定者はほぼ 3 月の段階ではゼロになるよう

な状況になっている。逆に、後ろ倒しになったことで、先生

方、生徒さんたちがじっくり就職先を見つけた、検討した

という形で今回進められたと思っている。また、今年は企

業見学等ができなかったが、わずかながらリモートによる

企業の説明も少しずつ導入されてきており、今後はそうい

った方にも進んでいくのではないかと思っている。 

野 村 委 員 先ほどの親御さんにという話、確かにいいとは思う。大学



生は色々な経験をしているので、自分の意見を反映して就

職できるが、高校生はなかなか企業を知る機会がないので、

親が行けって言った、先生が行けって言ったということで

就職して、よくよく聞くと本人が本当に行きたい、やりた

い仕事が他にあった。三年で離職する人は結構そういうと

ころがあって、なので親御さんに教えるというのはすごく

いいと思う。親子見学バスツアーとか、親も子どもも一緒

にならないと、いつまでも親のせいにして就職して、働い

て 1 年 2 年経ってくると段々自分の意見が言えるようにな

ってきて、お金も持っているので、やっぱり行きたかった

道に行くと巣立っていく方も多い。そういったのも踏まえ

て、親だけではなくやはり子どもも大事だと思うので、両

方の観点からできるような取組もできればと考えている。 

事 務 局 高校生の就職、あるいは学生の就職、そして早期離職防止

という観点と、また、希望を決めているのが本人だけでな

く、それ以外に進路を決める際の要因があるというお話が

あった。重ねて恐縮であるが、実施したアンケートでも同

じような結果になっていて、調査した対象は高校 3 年生で、

「進路を決めるときに誰の意見を一番参考にしたか」とい

う項目に関し、7 割以上の生徒が「母」と答えていた。次い

で「父」、そして「学校の先生」と続き、「自分で決めた」と

いう方は一番少なかった。やはりそれが現状なのかなと思

っている。その現状を踏まえて情報の発信のしどころを、

当人である学生だけでなく、学生と保護者の方々、そして

もちろん学校の先生という形で、相互に連携していかなけ

ればいけないのだと、この結果を見て思っていたところで

ある。 

「仕事をする上で何を大事にするか」ということについて

は、自分のイメージでは給料だったりするのかなと思って

いたが、給料は二番目で、一番大事にしたいのは「その仕事

が自分に合っているかどうか」であった。なかなかそれを

判断するというのは難しいところではあるが、おそらく、

首都圏へ出ていくという結果から考えると、自分に合った

仕事があるかどうかというのは「選択肢の多さ」で決まっ



てくるものではないかと思っている。少なくとも彼らの感

覚で言えば、地元よりは都市部の方がその選択肢が多く、

それに伴って自分に合った仕事が選べるという意識がある

のではないか。現在要因を分析中ではあるが、そういった

結果として把握している。 

久 保 委 員 資料の、黄色で示している「地域からの人材流出が続いて

いるのはなぜか」という箇所は、何か答えのような、これが

理由であるという資料はあるか。 

事 務 局 「地域からの人材流出が続いているのはなぜか」という記

述は、「このような見方で分解していった」というもので、

要はテーマとしてこれを示しているものである。また、な

ぜかという部分について、「地域からの転出が多い」ことが

一つ目の理由、二つ目の理由としては「地域への流入者が

少ないため」、三沢独自の理由として「その他」というよう

な現時点での推測として、事務局で整理したものである。 

久 保 委 員 地域から転出者が多いということは短所であると思われる

が、短所を長所に変えるという考えはないのかなと思って

いる。なるべく外に行かせないようにという取組を一生懸

命するという方法もあるが、どんどん出て行ってください、

そして三沢市の為になるようなことを学んで戻ってきてく

ださい、というようなやり方もあるのではないか。 

事 務 局 ありがとうございます。 

まさにその通りで、例えば高校生をどうこうという話が前

半部分であったかと思うが、進学率が今どんどん上がって

いる。この状況で、三沢から出ないようにということは、実

際のところ現実的ではないと考えている。このようなとき

に、まさに久保委員が仰ったとおりであるが、一度大学進

学等々で地元を離れた、あるいは就職で地元を離れたとい

うような方が、いかにして帰ってきやすいかという点を高

めていくかということになる。ここで言うと、上から二つ

目の「地域への流入者が少ない」という点で、このような三

沢出身者を地域に戻すというような取組をしていく必要が

あるというように認識している。 

前 田 会 長 次に、共通課題２ 地域企業の人材確保に向けた働きやす



い環境づくり について、保坂委員の方から情報提供をお

願いします。 

保 坂 委 員 豊岡市というところで「ワークイノベーション戦略」とい

うものが出されており、今回三沢市が抱えている課題にも

非常に似ているところがあるということで、今回参考資料

としてお出しした。 

このアドバイザリー業務をしているのが私の知人だったと

いうこともあり、情報としていただいたが、やはり若者の

流出、特に女性が一旦地域外に出てしまうと、なかなか戻

ってこない。こういった課題は、三沢市でももちろんある

と思うが、三沢市に限らず首都圏を除く大体の地方では同

じような課題を抱えており、豊岡市では、女性の若者定着

というところに非常に課題を感じていて、そこで実際どの

ような取組をしたかというところがこの概略にまとめられ

ている。 

まさにこれは共通課題２「多様な人材の採用に苦労してい

る」といった切り口から入ったと伺っていたが、結局のと

ころ色々調べていくと、単純に子育て施設がない等ハード

面の問題だけではなく、地方における意識の差、ジェンダ

ーギャップが非常に根強く残っていたというのが分かり、

現在豊岡市ではジェンダーギャップを解消するために、

様々なワークショップを行ったりという取組を行ってい

る。先ほどの若者流出の話とも少し被ってくるが、仮に大

学進学や就職で市外に出たとしても、やはり魅力があれば

また戻ってくる可能性がある。そこで戻ってこない、戻っ

てきたくないと思わせる何かがやはりあるのではないかと

いう課題を提起させていただきたい。 

併せて、本日の東奥日報でもすでに記事が出ていたが、青

森県が実施している、「男女共同参画に関する県民意識調

査」の結果で、青森県のデータが一つ出ていたものを紹介

したい。「家庭や職場で男性優位と考える」人の割合が、「女

性優位」「平等」と考えているひとよりも多いことが分かっ

たという調査結果があり、こういった意識があると、一回

市外に出てしまうと戻ってきたくないというところにも繋



がってしまう。このところを課題として挙げさせていただ

きたい。そういった意味でも、人材確保に向けた働きやす

い環境づくりにおいては、女性がまた戻ってきたい、働き

たいという環境と風土を整えることが非常に重要ではない

かと考えている。 

片 山 委 員 事務局からご提案いただいた選択肢の「多様な人材の採用

に苦労しているため」、この枝葉の部分で、「【外国人】実習

生の受入れ・定着」というところで、三沢市には米軍基地が

あるので、外国人との距離感は、他の地域に比べて非常に

近いのではないかと比べてみて感じている。その他にも、

外国人実習生というものが国の制度であるが、やはりここ

に対しての取組・強化ということが避けては通れない、と

いうのが私の今の考えである。例えば群馬県伊勢崎市のよ

うな場所は、昔からの製造業の集積地という歴史もあるが、

外国人の方々が住まわれているウェイトがかなり大きくな

っている。今からでも外国人の方々に少し目を向けて、そ

の方々が働いて定着することへの仕掛けや仕組みを整備す

る必要があると考えている。 

附 田 委 員 中小企業家同友会として発言するわけではないが、先ほど

片山委員が仰った、外国人の雇用というのは確かに増えて

いるとは思うが、今現在コロナ禍で入国できないというこ

とで、特に農家さんが困っている状況である。作付面積は

あるけれども収穫できないということで、人参や牛蒡の値

段が上がり、上がっているから儲かっているかといえば儲

かってはいない状態という、非常に困った流れもある。高

校生の採用が難しくなっているのはやはり、進学率が高く

なっていて、絶対数がもう少ないというもので、高校生の

採用を諦めている企業も出てきている。なので、「多様な人

材の採用」に焦点を置かざるを得ないと思っており、うち

は建設業も農業もやっているが、女性をいかに活かすかと

いうのが非常に重要である。今建設業でも、公共事業に対

しての書類の作成や、事前調査の比率等が非常に高くなっ

ていて、現場で仕事をするということの重点が少しずれて

きている。逆に女性に対する、パートタイマーでの書類作



成等に対しての比重が増えている。良い傾向なのかなと思

っている。そういった面での雇用の多様化というのが、企

業努力である程度できる環境にもあるので、例えば発注者

側にもそういったところを少し重要視していただければ、

女性の雇用も拡充していくと思う。加えて、女性が仕事を

するためにはどうしたらいいのかという行政側の支援とい

う役割分担ができるのではないか。 

稲 川 委 員 実際建設業において女性の監督も最近見るようになった

が、女性が働ける場というのは限られていると思っている。

あと、今附田委員からもあったとおり、私は塗装業を営ん

でいるが、外国の塗装工が米軍基地に入りたいというとき

にパスが取れないという問題がある。二次下請けが八戸の

塗装屋さんで、うちの現場に入るためにパスを取りたいと

言ったが、「ブラジル国籍の方は今パスが取れない」という

のがあり、働き口もあるのにと、非常に悔しい思いをした

ことがある。その辺の需要と供給のバランスが大事である

と、非常に痛感したところで、もっとフラットな考えとい

うか、せっかく働き手があるのにパスが取れずに現場に入

れなかったという、そういう悔しさの部分を緩和できるシ

ステムを構築できればと感じていた。 

野 村 委 員 ここにいらっしゃるスターゼンさんも外国人を入れている

と思うが、それぞれ外国の方はこういう傾向がある等、様々

聞こえてはいるので教えてほしい。先ほど稲川委員が言っ

たとおり、日米条例を締結していないと基地内に入れない

というものがあり、入れないとなると、基地外にも外国人

を対象とした職業が三沢にはあるので、そういったところ

で雇うことは可能だと思う。ただ、雇う側としても雇い続

けることは非常に大変で、教育しても結びついていかない

というときに、うちはよく派遣さんを使ったりする。何年

も一人を雇って、その人を一生面倒見なければいけないと

なるとなかなかそう雇えない。今忙しいからこの時だけっ

て切るわけにもいかない。そんなときに派遣さんを頼んで、

こういった建設の事務でも、この期間だけ、お試しではな

いが、そこでマッチングして、もし社員でもやっていける



となったら社員に登用するという感じである。 

他の市町村でも、先日新聞にも出ていた、岩手県のお試し

移住という、なかなか急に移住するというのはハードルが

高いので、まずは一か月住んで働いてみて、それでよかっ

たら、という県で費用を出した取組があった。市外に出て

いくのは仕方がない、では他から受け入れようという取組

を、三沢市の予算でできればいいのではと非常に思ってい

る。 

外国人にもそれぞれ地域性があると思うので、その辺をス

ターゼンさんに教えてもらいたい。 

村 松 委 員 スターゼンの青森工場として、三沢に豚の工場、三戸に牛

の工場と二か所ある。両工場とも、今は外国人技能実習制

度を使って外国人を受け入れている。今はベトナムの方だ

けで、三沢に今 22,23 人おり、今年の二月に六期生が入っ

てきた。今のコロナ禍で、本来は昨年の秋に入ってくる予

定が、今年の二月までずれ込んだけれどなんとか入国でき

た。逆に、実習制度だと三年間しかいられないのだが、三年

間終わった方が帰れず、そのまま継続して働いている。一

応三号を取得して、日本国内で別の就職先を見つけて出て

行かれた方もいるし、引き続き三号を取得して当社の工場

で残って働いている方もいる。ただ三号を取得したときに

本来は一回帰国しなければならないが、それも実現しない

まま、今はそのまま会社に残っていただいている。ベトナ

ムの飛行機が出るようになれば一回帰国していただいて、

また働いていただくことになっている。また、豚の生産者

でも牛の生産者でも、やはり一次産業の部分で非常に人手

不足で、当社も人がいなくて困っているが、先週も牛の生

産者と会った際に確認したが、獣医を雇っていた。技能実

習制度ではなくて、ベトナムの女性の方で三名。結局ベト

ナムでも就職先がないのかは分からないが、そういう方は

要するに学識があるので 10 年くらいはいられるそうだが、

農場に人が集まらないので海外の人を頼っているというこ

とである。青森県も岩手県も日本全国そうであるが、三沢

エリアだと非常に多く外国人を入れる。特に一次産業のと



ころ、うちみたいな加工業のところもなかなか人が集まら

ない。高校生からしても、卒業してやりたいということで

はなく、そういったところでなかなか難しい。プライフー

ズさんは弘前や五所川原の津軽方面まで採用活動を拡大し

ているが、今年は津軽から女性が一名入ったと言っていた

が、やはり非常に採用面では厳しい。プライフーズさんは

お金（給与）をかなり上げていて、高卒で 19 万まで上げて

いた。青森の平均が 15-16 万であったと思う。そこまで上

げて、社宅制度も充実していて、それでもなかなか集まら

ないということで、更に外国人技能実習生の割合を増やす

ということは話していた。当社も一緒なので、今後どんど

ん人が減る中で、非常に採用面は難しいので、外国人の方

を頼る。そういった中で、外国から日本を選んでもらえる

ようにしていただけたら一番助かると思っている。そのう

ち他の国の条件の方が良ければ、日本になかなか来なくな

るということも聞いているので、その辺を少し危惧してい

る。 

前 田 会 長 パスの件でも先ほど日米条例の話もあったが、私自身も聞

いている話だと、何せアメリカが主導権を握っているので、

三沢の場合は様々な職種があるが、三沢基地が治外法権だ

という。六ケ所には日本原燃があるが、入国に関しては米

軍よりも厳しい。従って仕事に行くといっても日本原燃の

中には外国人は入れないというのが事実である。それを分

かった上で外国人を取り入れる・取り入れない等の話をこ

れから議論していければなと思っている。 

保 坂 委 員 今の村松委員の話は、私も青森シャモロックをやっている

身としては本当に現場作業員の確保が難しくて、スターゼ

ンさんやプライフーズさんのようにお金を持っている会社

でもないので、外国人労働者を雇うにしてもそれなりの初

期投資が必要になり、それができる中小企業も限られてく

る。やはりそういった意味では、外国人労働者を雇いたく

ても、金銭的な負担がかかってくるのでなかなか踏ん切り

がつかないという会社もあるのではないかなと思ってい

る。 



もう一点、「多様な人材の採用に苦労しているため」の「【そ

の他】U ターン人材等の採用」のところで、なかなか地方に

来てください、移住してくださいというのもすごくハード

ルが高い。やはり仕事があるのか、見合う給料が貰えるの

かどうか、そういう部分が移住に関してはすごくハードル

が高いというデータが出ている。そんな中で、私の会社で

やっているのが、ふるさと兼業だったり、あとは副業で、首

都圏の優秀な人材を業務委託の形で事業に携わってもらう

ということを、昨年から徐々に始めている。今の 20 代 30

代、例えば首都圏で勤めている方の中には、確かに地方だ

と自分のやりたい仕事がない、それに見合うだけの給料が

出せる会社もない、ただ、地域・地元に対して貢献したとて

いう思いがある方が結構多い。それは三沢に限らず、例え

ば青森出身で、今は東京に勤めているんだけれども、何か

青森県に対して貢献したい。なので、青森県にある企業の

仕事の一部を自分が引き受けることで、その地域に貢献す

る。今はそういう働き方の選択もできるようになっている

ので、何も三沢に住んで働いてもらうということにこだわ

る必要もないのかなと。そういった意味では、働き方の選

択肢を増やすというのも、市として取り組む必要があるの

ではないか。 

前 田 会 長 他にご意見ありませんでしょうか。 

それでは共通課題３ ウィズコロナ、アフターコロナ、新

しい生活様式への対応 について、意見のある方は発言願

います。 

中 村 委 員 「影響を受けている事業者への支援」について、三つ目の

「宿泊業・飲食サービス業の対策」ということで、やはり飲

食業や宿泊業のお客様が、だいぶ今回のコロナの影響を受

けている。だいぶ長期化していて、報道で事業転換等を簡

単に言うが、それこそお父さんとお母さんだけでやってい

る飲食店など、そういうところに事業転換しろと言っても

無理で、例えば昼テイクアウトを当然やるが、昼千円の弁

当を何個売っても、夜四千円五千円で来てくれるお客さん

の方が、絶対に収益の部分を考えると、その程度のお話で



あれば、こういった業態の方は転換できない。当協会は金

融機関なので、借入が必要であれば保証して、どんどん資

金提供していくが、そこにも限界がある。そうなった場合

に知恵出しの部分もある。現状何をやるか、ウィズコロナ

の状態で何をやるのか、その後コロナが終わったときにど

ういう展開をしていくのかというところまで、一緒に考え

ていかないとなかなか立ち行かないのかなということで、

当協会でも年間約 400 社に専門家に無料で入ってもらい、

計画を作る事業をやっている。例えば、非常に小さい話で

恐縮だが、テイクアウトであれば一社でやってもなかなか

見栄えしないということで、どこか無料で借りられる施設

を借りて、一週間五社くらい、これくらいの広さで、新聞な

りテレビでも取り上げてもらえるようにして、一週間販売

する、そういう場を提供するなどして、色々営業にも繋げ

ていただく。それが果たして知恵なのかは分からないが、

やはり今までどおりに「赤字なので資金調達します」だけ

だと、おそらく小さい飲食は持たないので、そこは皆様に

知恵を出していただいて、逆に知恵が欲しいのだが、そう

いった本当に細かいところまで議論して、金の提供はもう

限界があるので、皆様のお知恵が欲しいと切に思っている。 

前 田 会 長 ウィズコロナ、アフターコロナに関して、皆様方の会社等々

でこういう取り組みをしているという話があればお聞きし

たい。 

野 村 委 員 オンラインの話で、当社はアパマンショップもやっている

が、アパマンショップには県外から人が来るので、オンラ

イン接客をやれと本部から指示が来ており、オンライン接

客をいち早くやっている。接客はできるが、一番肝心なの

が最初に（オンラインに）繋ぐところがなかなか大変で、今

は採用の説明会にしてもオンラインで行った方がよい、も

しそうでなければそもそも学生は来ないということで始め

たが若い人はいいかもしれないがやはり苦手な部分もある

し。オンラインを進めてくださいと言うのはいいが、実際

どのように繋ぐのか等の技術的な面でカバーしてもらえな

いとやはりハードルが高くてうまくいかない。昨日も建設



系の女性技術者との会議がオンラインであったが、ハウリ

ングしたりなかなか聞こえなかったり、その辺は訓練にな

ると思うが、それをカバーしてくれる IT 系の会社に入って

もらうという施策や説明会が、例えば三沢市でできないか。

高校生についても、オンラインで、こういう会社があると

プレゼンするやり方をカバーしてもらう等しなければ、な

かなか自社でやろうと思っても難しい。そういうノウハウ

を教えてくれるところがあった方が一緒にできる。先ほど

のお弁当の話もそうだが、一社では難しいので、スカイプ

ラザにそのコーナーで、月曜は何社が出ますだとか、そう

いうのも日替わりではないが面白いし、かえってお客さん

が来るのではないかとも思うので、貸しスペースではない

が、とにかく一緒にやっていかなければならないと感じて

いる。 

保 坂 委 員 私の方からもいくつかアイディアというか、他でやってい

た事業の紹介になるが、確か八戸市では、タクシーの三八

五交通さんと飲食店が協同して、お弁当の宅配事業をして

いたと思う。八戸の有志団体で、一度お弁当市のようなも

のを行ったところ、逆に密になりすぎてしまって批判を浴

びたという事例もあり、であれば、当然密にならない範囲

で、広いところで行うことができれば一番よいが、例えば

今後高齢者が増えていった際、会場に来られなくてもおい

しいお弁当が食べられるこのような事業があると、コロナ

対策云々ではなく、今後の新しい事業転換という形でも進

めていけるのではないか。 

あと、今野村委員の方からもお話があった、Zoom やウェブ

会議を最初に使う際、技術的に慣れていないと大変という

ことで、私が現地に行き、実際の繋ぎ方を教えたりすると

いうことも最近始めている。正直言えば、一回やればなん

となく勘所が分かるところではあるが、その最初の一歩を

なかなか踏み出せないというところで、今そういったニー

ズが非常に強まっていると感じている。特に学校からはか

なり問い合わせがくる。 

前 田 会 長 いただいた意見については事務局で取りまとめ、次回の会



議においてより詳しい分析をしていきたいと考えている。 

続いて、案件３ 市の取組（令和３年度） について 、事

務局より説明願いたい。 

事 務 局 （案件３について説明） 

前 田 会 長 案件３について、ご質問等はございませんか。 

野 村 委 員 新型コロナウイルス感染症対策関連の飲食業支援助成金に

ついて、これは三沢市民以外でも使えるものなのか、三沢

市民限定のものなのかという点は、具体的に決まっている

のか。 

事 務 局 飲食業支援助成金についてだが、その前にプレミアム付地

域振興券事業というものがあり、これが少々分かりにくい

のではあるが、今年度実施したプレミアム付飲食券の対象

を幅広くしたもので、飲食店だけでなく小売り、交通、実際

にはタクシー等でも使えるような形でのプレミアムチケッ

トを実施したいと現在検討はしている。飲食店支援助成金

というのが、先般市内の飲食店の方々から市長に対して、

飲食店がとても困っている、市内での感染者の発生もあっ

て、非常に苦しい状況であるので、なんとか支援をという

要望があり、これについても現在検討をしている。ただ、

様々な業種の方で、困っている方々がたくさんおり、検討

に当たっては、それに加えて財源等についても、他の部局

との事業取り合いというわけではないが、現在検討させて

いただいている。 

野 村 委 員 振興券は三沢市民以外でも買えるものなのか。 

事 務 局 前回プレミアム付飲食券を販売した際は、市内全世帯にハ

ガキをまず配布し、全市民が優先的に買えるようにした。

その後はハガキがない方も購入できるという形で実施した

が、今回の事業でも同様に、まずは全市民に優先的に行き

渡るように検討している。 

野 村 委 員 岩手に行った際に、各道の駅に、二千円で三千円分になる

商品券が誰でも買えるように道の駅に売ってあった。そこ

にあった飲食店で三千円分でも二千円で食べられるという

ことで、結構買っていく方がいらっしゃった。三沢市の場

合、三沢に仕事で来て、ホテルに泊まられる方が多いので、



商品券の販売先として、そういった方が郵便局で買うとい

うのは難しい。例えばスカイプラザのような場所で販売し

て、市外から来た人にも購入してもらってどんどんお金を

市内に落としてもらった方がよいのではということは、市

外に行って非常に感じられた点ではあったので、その点に

ついては考えているのか。 

事 務 局 プレミアム付の事業については、様々なやり方があるが、

今回のコロナの対策事業に当たっては、結構なプレミアム

率、上乗せ分がある。これは市の財源、市民の税金を使って

いるものなので、まずは市民の方を優先にしていて、前回

の場合では、一旦市民の方々に販売した後に、一般販売す

るという形で実施し、約二週間で完売する人気のあった事

業であった。飲食店等の経済対策だけではなく、生活に困

っている市民の方々の生活支援としての面もあるので、市

外の方々よりは市民の方々を優先に、重点的に考えている。 

前 田 会 長 案件４ その他 において、東北経済産業局の齋藤様より、

国の支援施策について情報提供があるとのことである。齋

藤様、よろしくお願いいたします。 

オブザーバー （経産局齋藤様より情報提供） 

前 田 会 長 案件４について、ご質問等がある場合は事務局を経由して

後日回答させていただく。 

これで本日の案件はすべて終了した。 

これをもって令和２年度第３回中小企業振興会議を閉会す

る。 

 


